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論文内容の要旨

助教授松多健策

陽子の結合エネルギーが小さい原子核の性質を明らかにするために，今回，陽子ドリップラインに位置する唱及

び 9C の核子密度分布を詳しく調べた。そのために，これらの原子核の反応断面積 σR，陽子が剥がされる反応の断面積

(proton removal cross section σ-p) ， 及び入射核破砕片運動量分布を核子当たり 40"-'70 Me V において精密に測定し

た。このエネルギー領域においては，核子一核子全断面積 σNN が非常に大きいため，のは原子核表面付近の密度の薄い

領域に対して敏感になる。また， σNN が異なるエネルギーでののは，違った密度領域に対する感度を与えることを利

用して，ののエネルギー依存性から Glauber 計算を通して 8B 及び℃の核子密度分布を導きだすことに今回初めて成

功した。

のの実験及び解析の結果， 8B の密度分布に非常に長い tail が存在することが示され，その tail の部分は結合エネル

ギーで決まる陽子の単一粒子密度分布とよく一致した。また， 8B の one-proton removal cross sectionσ'_lP(8B →ïBe) 

は非常に大きしさらに今回測定した， 8B と 7Be の相互作用断面積の差 ô， (8B) -ô, (7 Be) とよい一致を示した。この結

果は 8B の密度分布における陽子の tail の存在を支持するものである。一方， 9C ののから導き出された密度分布には，

必ずしも tail は必要ないことが示された。

8B から 1 個の陽子が剥がされたときの破砕片 7Be の，入射ビーム軸に対して縦横両方向の運動量分布は，共に非常

に狭い 11屈を持つことが示され，このことからも陽子が空間的に拡がっていることが強く支持される。このうち，縦方

向に関しては，エネルギー及び、ターゲットの異なる測定結果がこれまでに幾っか報告されているが，今回の結果はそ

れらとよく一致した。また反応機構を考慮、に入れた最近の理論計算により，実験結果をある程度説明できていること

も示された。℃の入射核破砕片 8B 及び 7Be の運動量分布の幅は， 8B の場合に比べやや広いが，安定核の場合よりは

狭いことから， 9C においても陽子が空間的にやや拡がっている可能性が考えられる。また， 8B 及び 9C から陽子が 1

個剥がされたときの破砕片運動量分布に関して，共に横方向が縦方向よりも数十%広い|隔を持つことが示されたが，

Fourier 変換を用いた解析によると，この結果は p 軌道の陽子が剥がされていることを支持している。

これまで中性子過剰核においては，緩く束縛された中性子が密度分布に tail をもたらすことがよく知られていた
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が，本研究により，陽子過剰核の場合も同様に，陽子の結合エネルギーと密度分布の tail の成分が密接に関係してい

ることが初めて明らかにされた。

論文審査の結果の要旨

陽子ドリップラインに位置する 8B 及び 9C 核の高エネルギー衝突における反応断面積，陽子 Removal 断面積及び

入射核破砕片の運動量分布の測定から，これらの原子核の核子密度分布を詳しく導出することに初めて成功した。そ

の結果， 8B 核の密度分布に非常に長い tail が存在することを示した。この研究業績によって，本論文を博士(理学)

の学位論文として，充分価値あるものと認める。




